
第
三
条
第
二
号
の
表
特
殊
標
識
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

緊
急
沈
船
標

識

や
ぐ
ら

形

柱
形

十
字
形
一
個

十
字
形
一
個

青
黄
縦
じ
ま

黄

第
三
条
第
二
号
の
表
備
考
を
削
る
。

第
四
条
中
「
左
げ
ん
」
を
「
左
舷
」
に
、「
右
げ
ん
」
を
「
右
舷
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

三
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

鈴
木

博
文

変
更
後

e

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日

三
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

e

変
更
後

阿
部

昭
夫
、
佐
々
木

理

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
八
月
十
九
日

三
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

e

変
更
後

藤
井

道
夫
、
井
上

裕
康
、
花
井

勝
巳
、
熊
澤

喜
榮

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
一
日

平成™œ年Ÿ月™™日 木曜日 第�˜˜œ号官 報
〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
六
十
八
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

九

号

長
野
県
東
筑
摩
郡
生
坂
村
九
二
九
五
番
一
地
先
か
ら
同
村
九
五
〇

四
番
三
地
先
ま
で

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長

野
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
六
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

施
行
者
の
名
称

栃
木
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

日
光
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
二
十
号
平
町
東
町
線
、
三
・
四
・
二
十

五
号
下
今
市
駅
前
線
及
び
三
・
五
・
七
号
今
市
宇
都
宮
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日
至
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

栃
木
県
日
光
市
今
市
並
び
に
今
市
字
小
倉
町
、
字
東
裏
、
字
中
道
、
字
東
原
及
び
字
小
林
道
下
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
七
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

施
行
者
の
名
称

栃
木
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

小
山
栃
木
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
百
十
四
号
間
々
田
駅
東
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日
至
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

栃
木
県
小
山
市
大
字
平
和
字
中
道
北
、
字
中
道
南
及
び
字
七
曲
並
び
に
大
字
南
飯
田
字
新
田
前
、
字

出
口
及
び
字
鹿
島
原
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
七
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

施
行
者
の
名
称

栃
木
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

宇
都
宮
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
五
百
二
号
祖
母
井
中
央
通
り

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日
至
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

栃
木
県
芳
賀
郡
芳
賀
町
大
字
祖
母
井
字
代
町
、
字
内
町
、
字
西
町
及
び
字
上
横
町
地
内

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
七
十
二
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

21

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
湘
南
建
築
セ
ン
タ
ー

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
七
十
三
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

深
澤

淳
志

一

登
録
番
号

関
東
地
方
整
備
局
長

15

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
神
奈
川
建
築
確
認
検
査
機
関

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
二
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
評
価
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示

す
る
。平

成
二
十
五
年
八
月
二
十
二
日

中
部
地
方
整
備
局
長

梅
山

和
成

一

登
録
番
号

中
部
地
方
整
備
局
長

４

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

一
般
財
団
法
人
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

Ÿ
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